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は
じ
め
に

（
註
１
）

当
館
の
、
平
成
十
二
年
度
の
部
門
展
に
「
修
験
の
世
界
」
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

修
験
道
の
世
界
・
修
験
の
活
動
・
組
織
と
支
配
、
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
お
よ
そ

百
点
余
の
資
料
が
展
示
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
展
示
は
、
こ
れ
ま
で
の
修
験
研
究
の
成
果

を
受
け
た
も
の
と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
点
で
新
た
な
進
展
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

秋
田
県
に
お
け
る
修
験
研
究
の
地
歩
を
固
め
大
き
く
前
進
せ
し
め
た
佐
藤
久
治
氏
の

著
『
秋
田
の
山
伏
・
修
験
』
（
以
下
『
山
伏
』
と
い
う
）
は
今
日
な
お
こ
の
分
野
の
基

本
図
書
た
る
声
価
を
得
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
は
自
治
体
史
な
ど
を
通
じ

て
積
極
的
に
資
料
の
発
掘
が
行
わ
れ
る
一
方
、
『
山
岳
宗
教
史
叢
書
』
な
ど
に
も
論
究

が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
の
、
各
藩
ご
と
の
修
験
組
織
の
相
違
や
変
遷
過
程
、

椋
争
論
、
補
任
状
の
発
給
関
係
、
一
派
引
導
や
半
檀
家
の
問
題
、
格
院
別
納
の
経
緯
と

争
論
等
々
細
部
に
つ
い
て
は
未
解
明
な
点
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
端

に
つ
い
て
は
本
誌
上
で
、
有
明
雅
弘
（
『
修
験
の
葬
祭
に
つ
い
て
の
覚
ｌ
い
わ
ゆ
る

コ
派
引
導
」
に
つ
い
て
』
参
照
）
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

修
験
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
調
査
し
、
駄
文
な
ど
も
も
の
し
た
経
験
は
あ
る
も
の

の
、
こ
の
た
び
の
資
料
博
捜
に
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。
特
に
、
補
任

状
や
縁
起
類
を
は
じ
め
、
仏
具
や
神
体
類
・
宿
坊
・
寺
子
屋
・
芸
能
資
料
に
い
た
る

ま
で
万
般
に
わ
た
っ
て
、
幅
広
く
展
示
紹
介
し
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
研
究
者
の
論
考
や
報
文
で
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
原
資
料
を
直

接
み
る
こ
と
が
で
き
た
と
と
も
に
、
新
発
見
資
料
も
併
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
の
部
門
展
示
で
は
あ
っ
た
が
、
「
修
験
の
世

界
」
は
、
「
修
験
」
を
改
め
て
見
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。

「
修
験
の
世
界
」
展
示
資
料
の
二
尊
像一

つ
は
修
験
が
果
た
し
て
き
た
役
割
が
、
「
資
料
（
も
の
こ
を
通
し
て
理
解
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
近
世
の
修
験
は
里
修
験
と
し
て
、
い
か
に
庶
民
の
中
で
成
り
立
ち
う

る
か
が
問
わ
れ
た
。
そ
の
証
が
展
示
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。

二
つ
は
修
験
の
総
合
的
な
側
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
補
任
状
と
い
う

公
的
な
書
状
を
大
事
と
し
、
神
々
を
讃
え
る
縁
起
を
持
ち
、
御
神
体
を
奉
斎
す
る
。
ま

た
、
薬
石
を
施
し
、
精
神
的
苦
痛
を
除
排
し
、
芸
能
に
よ
っ
て
神
々
を
慰
撫
す
る
な
ど
。

さ
ら
に
、
修
験
が
名
に
し
負
う
俳
人
・
歌
人
・
画
人
、
学
問
の
徒
で
あ
っ
た
な
ど
の
例

も
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
を
聞
く
に
つ
け
、
八
面
六
菅
の
活
躍
ぶ
り
を
思
わ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
筆
者
の
関
心
は
、
聖
観
音
と
千
手
観
音
の
二
尊
像
に
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の
修
験
家
の
資
料
調
査
で
知
り
得
た
御
像
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
未
発
表
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
感
想
と
と
も
に
粗
雑
な
資
料
報

告
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
の
点
大
方
の
御
批
正
を
侯
っ
。

一
、
木
造
聖
観
音
立
像

仙
法
量
（
単
位
・
型

・
像
高
三
三
，
八
（
現
状
以
下
同
じ
）

・
髪
際
高
二
九

・
頂
ｌ
顎
九

・
髪
際
‐
ｌ
書
頂
五

・
面
長
四
，
四

・
面
幅
四
，
八

・
面
奥
五

嶋
田
忠
一
＊
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｢修験の世界」展示資料の二尊像
、

の
形
状

頭
部
筈
を
結
い
、
害
前
面
の
地
髪
部
と
の
付
け
根
を
紐
一
条
で
括
る
。
毛
筋
を
表
し
、
側

面
か
ら
地
髪
部
に
か
け
て
五
筋
を
刻
む
。
ま
た
、
地
髪
後
頭
部
で
は
善
か
ら
地
髪
に
放

射
状
に
疎
掘
り
と
な
る
。
髪
際
は
、
正
面
で
直
線
的
に
画
し
、
側
面
で
は
鋭
角
に
な
る
。

髪
際
か
ら
幅
の
あ
る
雲
髪
一
条
が
各
耳
前
に
垂
れ
る
。
天
冠
台
は
両
賓
髪
上
方
の
あ
た

り
ま
で
表
す
。

顔
は
ふ
く
ら
み
を
も
っ
た
丸
顔
で
、
全
体
と
し
て
お
お
ら
か
さ
や
穏
や
か
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。
彫
眼
で
伏
し
目
。
上
臓
・
下
臓
と
も
腫
れ
ぼ
っ
た
さ
は
な
く
、
と
も
に
直
線

的
で
あ
る
。
耳
采
は
細
く
後
方
に
反
り
気
味
。
環
状
で
貫
か
な
い
。
喉
元
に
三
道
を
表

す
。
小
鼻
を
小
さ
な
ふ
く
ら
み
と
し
、
鼻
孔
は
な
い
。
口
は
お
ち
ょ
ぼ
口
で
、
上
唇
に

稜
線
が
見
ら
れ
る
。
下
唇
が
や
や
厚
い
。

鉢
部
天
衣
と
条
吊
、
折
り
返
し
付
き
裳
と
腰
布
を
着
け
る
。
天
衣
は
両
肩
か
ら
背
に
か
け

て
浅
く
懸
か
る
。
条
吊
は
左
肩
か
ら
右
脇
腹
へ
と
斜
め
に
渡
る
。
一
端
を
左
胸
上
で
、

斜
め
に
渡
る
条
吊
の
縁
か
ら
捻
る
よ
う
に
内
側
に
潜
ら
せ
同
下
縁
か
ら
垂
下
す
る
。
そ

の
末
端
は
左
大
腿
部
の
付
け
際
に
及
ぶ
。
背
面
で
は
一
端
が
左
一
肩
か
ら
垂
下
し
、
裾
折

り
返
し
下
に
及
ぶ
。
楯
は
二
段
折
り
返
し
と
な
る
。
腰
布
は
折
り
返
し
て
替
部
か
ら
両

肩腹

IllH奥

七五
,ヲ

胸
奥
四
，
五

耳
張
四
，
七

耳
長
三
，
五

脚
部
張
七
，

腰
幅
八

脚
部
奥
五
，

は
別
材
矧
ぎ
合
わ
せ

側
伝
来
等

所
蔵
者
宅
及
び
関
係
文
書
等
に
も
伝
来
の
事
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
背
面
右
足
下
部

（
７
】
・
一

に
朱
銘
「
慈
行
御
囲
」
あ
る
も
、
詳
細
不
明
。
鳥
海
山
小
滝
修
験
別
当
・
龍
山
寺
（
現

当
主
・
遠
藤
隆
氏
）
に
伝
わ
る
護
持
仏
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
象
潟
町
小
滝
の
金
峰

神
社
宝
物
殿
に
収
蔵
さ
れ
る
丈
六
の
一
木
造
聖
観
音
立
像
は
鳥
海
山
大
物
忌
神
の
本
地

仏
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
御
像
と
の
関
わ
り
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
丈
六
の
像
に
関
わ
っ
て
、
遠
藤
隆
氏
の
亡
父
・
蔵
之
助
氏
は
．
慈
覚
）
大

師
、
神
恩
に
感
謝
の
為
、
社
頭
の
ア
ラ
ラ
ギ
の
大
木
で
、
一
丈
六
尺
の
観
音
像
を
彫
刻

安
鎮
す
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
人
間
の
顔
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
陵
王
、
奈

曽
利
の
面
を
造
り
、
山
王
二
十
一
社
権
現
を
彫
刻
安
鎮
」
舎
延
年
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ

大
腿
部
に
か
け
て
覆
う
。
こ
れ
ら
は
背
部
の
三
段
重
ね
に
な
っ
て
、
厚
々
と
し
た
様
を

呈
す
る
。

裾
は
台
座
に
接
し
両
足
先
を
出
す
。

９
叩
質
・
構
造

ス
ギ
材
、
一
木
造
。

書
頂
か
ら
両
肩
、
両
腰
脇
ま
で
を
含
み
頭
鉢
躯
幹
部
す
べ
て
を
ス
ギ
竪
木
一
材
か
ら

彫
出
す
る
。
た
だ
し
、
現
状
は
、
右
一
肩
口
か
ら
右
腕
・
右
腰
脇
の
一
部
を
欠
失
す
る
ほ

か
左
前
鱒
部
を
欠
く
。
ま
た
右
耳
果
や
裾
端
も
欠
く
。

左
前
臆
部
を
欠
く
。
ま
た
右
耳
果
や
裾
端
も
欠
く
。

両
足
先
は
欠
き
袖
穴
。
両
裾
端
は
矧
ぎ
面
が
あ
り
、
後
方
に
ま
わ
る
。
左
手
前
腕
部

舞
」
一
九
八
三
・
象
潟
町
教
育
委

鋼
貝
会
）
し
た
と
記
し
て
い
る
。
同

蛾
家
に
は
、
他
に
理
源
大
師
像
・
役

征
行
者
像
・
不
動
明
王
像
・
蝦
暮
像

誰
・
千
手
観
音
像
（
埠
仏
）
・
箱
笈

雲
等
が
所
蔵
さ
れ
、
今
回
の
展
示
で

■
は
そ
の
う
ち
の
一
部
が
展
示
さ
れ

た
。

－99－
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■左側面

■背面

■聖観音像iEH

■斜側面
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■右側面

■頭部側面



｢修験の世界」腔示資料の二尊像

I

■役行者脇侍前鬼像（象潟町遠藤家蔵）■役行者脇侍後鬼像（同右）

、
注
量
（
単
位
・
型

・
像
高
二
四

・
髪
際
高
二
○

○
体
部・

脚
部
張
六
，
七

・
脚
部
奥
三

○
台
部・
蓮
台
高
四

・
敷
茄
子
厚
一
，
二

二
受
台
高
一
○

．
受
台
幅
一
三

書
の
頂
き
に
仏
面
、
垂
髪
の
両
側
に
各
二
面
、
地
髪
部
に
六
面
を
表
し
、
天
冠
台
の

上
正
面
に
阿
弥
陀
化
仏
立
像
を
鋳
つ
け
る
。
化
仏
は
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
、
頭
部
外
形
と

天
冠
台
、
宝
冠
の
高
ま
り
を
表
し
、
顔
面
は
表
さ
な
い
。
天
冠
台
は
紐
一
条
と
列
弁
文

を
彫
り
出
す
。
白
皇
相
を
表
し
、
三
道
を
刻
む
。
髪
は
疎
、
髪
髪
は
耳
前
に
垂
れ
る
。

耳
果
は
不
貫
。
両
肩
か
ら
背
に
天
衣
を
懸
け
る
。
条
吊
と
裳
、
さ
ら
に
腰
布
を
着
け
る
。

噌
状

鯨：：雁迩
筈

八六三三三二頂六

二；八四二二三二

銅
像
千
手
観
音
立
像

五菖

－97－
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■左側面

■背面

■千手観音像正面
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■斜側面
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■右側面

■脇手鋳付部



｢修験のHi;界」鵬示資料の二尊像

③
品
質
・
術
造

鋳
銅
製
、
当
初
鍍
金
仕
上

化
仏
の
ほ
か
、
頭
鉢
躯
幹
部
は
両
足
先
ま
で
一
鋳
、
蓮
台
・
蓮
弁
・
壷
形
敷
茄
子
・

方
形
須
弥
受
座
を
別
鋳
す
。
川
’
二
腎
を
備
え
た
一
般
的
な
形
式
。
合
掌
手
、
宝
鉢
手
、

脇
手
左
右
各
十
九
管
を
つ
け
る
。
ま
た
左
一
管
は
鉾
、
右
は
錫
杖
を
執
る
。
受
座
と
敷

茄
子
は
鋳
つ
け
ら
れ
ず
、
心
棒
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
あ
そ
び
が
生
じ

不
安
定
さ
が
あ
る
。
あ
る
い
は
前
傾
さ
せ
る
よ
う
意
図
し
た
も
の
か
。
鋳
上
が
り
状
態

は
良
く
、
技
量
・
形
成
と
も
に
優
れ
て
い
る
。

㈹
極
来
等

本
像
は
大
森
川
の
山
本
貞
男
家
に
伝
わ
る
も
の
で
、
本
来
は
同
家
の
本
家
の
所
蔵
．

裳
は
折
り
返
し
二
段
と
す
る
。
両
腔
前
面
に
翻
波
文
を
刻
む
。
宝
鉢
・
合
掌
・
脇
手
四

十
二
管
全
て
に
腕
釧
を
表
す
。
像
容
は
均
整
の
と
れ
た
慈
悲
相
に
表
さ
れ
、
柔
和
で
か

す
か
な
笑
み
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

■千手観音像（部分）

お
わ
り
に

終
わ
り
に
、
遠
藤
家
な
ら
び
に
山
本
家
に
対
し
、
拙
い
紹
介
文
を
草
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
田
豊
三
郎
助
先
生
［
町
田
市
立
博
物
館

長
・
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
一
に
は
、
い
つ
も
な
が
ら
の
不
膜
な
問
い
合
わ
せ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
都
度
御
教
示
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
。

（
３
）

管
理
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
本
家
に
あ
た
る
山
本
家
は
修
験
と
し
て
知
ら

（
４
）

れ
、
江
戸
時
代
の
地
誌
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

本
像
台
座
底
部
に
朱
銘
「
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
三
月
日
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
実

制
作
年
代
と
し
て
首
肯
で
き
る
か
ど
う
か
。
な
お
、
厨
子
底
部
銘
は
「
大
悲
山
観
音
」

（
こ
り
）

元
禄
拾
一
歳
」
戊
寅
六
Ⅱ
十
七
日
」
願
主
」
高
久
九
右
衛
門
」
尚
茂
」
と
あ
る
。
「
大

悲
山
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
貞
観
仏
の
如
き
記
述
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
む
き

も
あ
る
。
し
か
し
、
像
底
部
の
朱
銘
は
後
補
と
も
思
わ
れ
、
縁
起
の
「
寛
文
四
年
」
あ

る
い
は
「
元
禄
十
一
年
」
頃
に
比
定
す
べ
き
か
と
考
え
る
。

．像底部朱銘

．厨子底部墨銘

１

％
６
－
く
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２
．
小
滝
修
験

平
成
十
二
年
度
・
歴
史
部
門
展
「
修
験
の
世
界
ｌ
鳥
海
山
修
験
を
中
心
に
‐
山
解
説
資
料
を
通
覧
す
る

と
、
二
カ
所
に
「
小
沌
修
験
」
に
つ
い
て
の
喬
及
が
あ
る
。
左
の
①
②
で
あ
る
。

①
［
小
滝
修
験
］

小
滝
（
象
潟
町
）
は
県
内
で
は
珍
し
い
布
坊
村
落
と
し
て
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
（
象
潟
町
教
育

委
員
会
編
『
延
年
チ
ョ
ウ
ク
ラ
ィ
ロ
郷
」
ｌ
昭
和
五
八
年
。
以
下
『
延
年
」
と
略
す
）
。
小
滝
の
龍

山
寺
（
現
・
遠
藤
家
）
は
鳥
海
Ⅲ
別
当
寺
と
し
て
「
古
代
律
令
期
に
起
源
を
持
つ
も
の
と
推
定
さ
れ

る
」
亀
延
年
乞
ほ
ど
の
由
緒
を
持
ち
、
近
世
、
小
滝
院
主
と
し
て
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
。

股
示
叩
の
「
鳥
海
川
大
権
現
縁
起
」
な
ど
か
ら
は
、
古
く
は
天
台
宗
や
熊
野
と
の
関
わ
り
も
う
か
が

え
る
が
（
後
述
）
、
同
家
に
は
次
の
よ
う
な
資
料
が
伝
わ
る
。

出
羽
国
鳥
海
山
小
滝
龍
山
寺
者

真
言
之
法
流
則

三
宝
院
御
門
跡
殊
一
山

開
唯
以
来
当
山
派
修
験
道
令
兼
帯

上
者
他
山
之
構
有
之
間
鋪
者
也

北
村
監
物
花
押

（
以
下
四
名
の
橘
と
花
押
が
記
さ
れ
る
）

註１
．
修
験
の
世
界

平
成
十
二
年
十
一
月
十
八
ｎ
か
ら
平
成
十
三
年
ま
で
開
催
さ
れ
た
歴
史
部
門
展
「
修
験
の
世
界
ｌ
鳥

海
川
修
験
を
中
心
に
‐
山
で
有
明
雅
弘
学
芸
主
事
が
担
当
し
た
。
展
示
壁
而
の
長
さ
約
一
九
．
四
師
。

ｆ
な
展
示
資
料
〔
修
験
道
の
枇
界
ｌ
・
鳥
海
山
大
椛
現
縁
起
‐
鳥
海
山
逆
峯
十
八
坊
山
緒
之
事
・

頭
襟
・
閥
伽
札
・
桧
扇
・
法
螺
・
笈
・
螺
緒
・
磨
紫
金
袈
裟
・
補
任
状
・
五
智
宝
冠
・
柴
燈
護
摩
檀

図
・
柴
燈
護
摩
次
第
・
錦
地
袈
裟
・
矢
島
修
験
学
頭
家
扇
額
・
聖
観
音
菩
薩
像
・
役
行
者
像
・
同
前

鬼
像
・
同
後
鬼
像
・
不
動
明
王
像
・
理
源
大
師
像
・
法
界
大
日
如
来
像
・
歓
喜
天
像
〕
〔
修
験
の
活

動
ｌ
鉄
造
二
尊
懸
仏
・
鰐
口
・
金
剛
雌
・
金
剛
鈴
・
独
鈷
杵
’
三
鈷
杵
・
五
鈷
杵
・
錫
杖
・
錫
杖

維
・
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
・
妙
法
蓮
雌
経
・
大
乗
無
迅
義
経
・
符
呪
苫
・
地
鎮
祭
符
・
護

身
法
並
九
宇
之
火
事
・
仏
説
大
蔵
正
教
血
統
教
・
北
辰
菩
礁
陀
雑
尼
経
．
九
暁
星
祭
口
伝
・
占
笠
書

付
・
笠
竹
・
算
木
・
護
符
・
午
王
宝
印
・
版
木
・
什
器
・
水
筒
・
小
滝
絵
図
・
鳥
海
山
参
詣
矢
島
口

Ⅲ
法
談
抗
・
寺
子
屋
使
川
机
・
庭
訓
往
来
・
神
珍
医
仙
写
・
神
膿
像
・
橘
楽
而
〕
〔
組
織
と
支
配
ｌ

修
験
本
寺
条
Ⅱ
・
定
・
叩
渡
・
当
山
修
験
人
別
普
上
帳
・
当
峯
修
行
先
達
同
行
票
・
先
触
・
往
来
手
形
・

普
状
・
惣
檀
那
斬
数
覚
帳
〕
以
上
第
１
期
分

・
逆
峰
衆
徒
提
出
の
「
乍
恐
指
上
申
返
答
之
事
」
ｌ
元
禄
十
四
年
の
訴
訟
時

（
略
）
然
所
二
順
之
衆
徒
（
蕨
岡
ｌ
引
用
者
）
東
寺
流
之
法
式
執
行
乍
仕
年
月
久
敷
無
本
寺
二

Ⅲ
卜
八
年
以
前
江
戸
が
社
御
米
行
様
方
御
改
二
進
叩
候
而
班
拠
御
門
上
様
を
伽
水
酢
奉
仰
峡
へ

共
法
式
混
乱
仕
御
本
寺
様
を
前
代
二
仕
様
々
我
俄
仕
候
邪
〔
「
遊
佐
資
料
』
〕

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
貞
享
元
年
の
出
入
の
際
、
鳥
海
山
は
真
言
の
山
故
、
蕨
岡
は
小
滝
・
滝
沢
と

と
も
に
奉
行
所
よ
り
三
宝
院
末
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
本
寺
（
本
山
）
を
持
た
ず
に
き
た

蕨
岡
は
、
天
和
三
年
（
貞
享
元
年
。
元
禄
十
四
年
よ
り
十
八
年
前
）
、
江
戸
寺
社
奉
行
の
御
改
の
際
、

御
門
主
様
（
三
宝
院
）
を
御
本
寺
に
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
出
入
・
御
改
い
ず
れ
に
せ
よ
、
も
と
も

と
順
峰
（
本
山
派
）
で
あ
っ
た
蕨
岡
（
小
滝
が
そ
れ
以
前
、
ど
の
よ
う
な
法
式
を
行
っ
て
い
た
か
は

不
明
）
は
、
貞
享
元
年
、
中
央
の
当
山
派
（
逆
峰
）
に
「
組
み
入
れ
ら
れ
」
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結

果
、
古
く
か
ら
当
山
派
逆
峰
法
式
を
行
っ
て
き
た
矢
島
と
対
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
遊

佐
資
料
」
解
説
は
、
貞
享
元
年
の
時
点
で
は
本
山
派
の
法
式
と
と
も
に
当
山
派
の
法
式
を
も
行
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
元
禄
十
四
年
の
訴
訟
を
機
に
当
山
派
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
す
る
。
な
お
、

元
禄
十
六
年
の
出
入
の
際
の
蕨
岡
・
矢
島
双
方
か
ら
出
さ
れ
た
幕
府
の
裁
決
文
に
対
す
る
請
書
に
、

蕨
岡
学
頭
は
「
当
山
派
修
験
兼
帯
真
言
宗
」
と
記
す
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
、
幕
府
の
本
寺
末

寺
制
の
強
化
と
も
絡
ん
で
、
同
書
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
央
の
当
山
派
支
配
が
東
北
の
地
に
も
浸

透
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

貞
享
五
年
辰
七
月
五
日

鳥
海
山
小
滝龍
山
寺

〔
遠
藤
隆
氏
蔵
〕

こ
の
缶
料
に
つ
い
て
、
佐
藤
久
治
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

貞
享
二
年
二
六
八
五
）
七
月
一
八
Ⅱ
、
京
都
醍
醐
寺
三
宝
院
よ
り
使
僧
菩
薩
院
が
小
滝
に
来
て
、

江
戸
評
定
所
に
於
て
、
今
日
以
後
三
宝
院
末
と
し
た
と
の
院
宣
を
伝
え
た
。
〔
「
鳥
海
山
信
仰
と
山
麓

修
験
」
（
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
７
「
東
北
霊
山
と
修
験
道
」
所
収
〕

小
滝
が
三
宝
院
末
（
当
山
派
）
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
関
連
し
、
次
の
よ
う
な
資
料
も
伝
わ

る
0

貞
享
二
丑
七
月
Ⅱ
一
日
逆
峯
学
頭
衆
徒
方
よ
り
御
門
主
御
使
偲
江
戸
菩
薩
院
へ
差
出
候
証
文
二

日
去
年
蕨
岡
衆
徒
と
滝
沢
竜
同
寺
（
龍
洞
寺
の
こ
と
‐
１
征
引
用
者
）
と
出
入
二
付
御
公
儀
へ
罷

出
蕨
岡
宗
徒
方
よ
り
鳥
海
山
之
儀
は
代
々
真
言
山
之
山
申
上
候
得
は
御
奉
行
所
よ
り
真
言
山
二

て
候
ハ
ザ
三
宝
院
御
末
流
と
御
意
有
之
就
夫
蕨
岡
小
滝
滝
沢
御
末
流
二
被
仰
付
候
〔
「
由
緒
之

事
」
〕

一
、
ｊ

“
７
｜
ｒ
、
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②
小
滝
修
験

ィ
小
沌
危
川
寺
は
真
言
宗
兼
帯
修
験
（
叫
川
派
）
で
あ
る
。

貞
享
２
．
７
．
脂
二
六
八
五
）
醍
醐
寺
三
宝
院
よ
り
使
梢
と
し
て
菩
薩
院
が
来
た
り
、
「
江
戸

評
定
所
に
於
て
、
今
よ
り
以
後
、
三
宝
院
未
［
末
力
。
私
注
以
下
同
じ
］
と
さ
れ
た
か
ら
」
と
い

う
。
よ
っ
て
真
言
宗
と
な
る
。

鵬
醐
三
宝
院
院
宣

出
羽
国
鳥
海
山
小
滝
竜
山
寺
は
、
真
言
の
法
流
三
宝
院
御
門
跡
御
未
［
末
力
］
寺
殊
一
山
開
基

以
来
当
山
修
験
道
兼
帯
せ
し
む
る
上
は
他
川
之
柵
有
之
間
舗
者
也

貞
享
五
年
辰
七
Ⅱ
五
日
北
村
監
物
花
押

（
以
下
４
人
氏
名
花
押
略
）

鳥
海
山
小
滝
竜
山
寺

矢
島
領
と
な
る
。

天
領
（
江
戸
幕
府
の
直
轄
地
）
で
あ
っ
た
が
、
天
保
２
（
一
八
三
一
）
矢
島
生
駒
藩
に
編
入
さ
れ

ま
た
、
元
禄
十
六
年
の
出
入
の
際
の
訴
状
で
は
、

権
現
堂
遷
宮
之
義
当
六
月
八
日
二
可
仕
旨
逆
峯
学
頭
衆
徒
並
小
滝
院
主
方
江
も
兼
而
為
相
知
申

候
二
付
同
七
Ⅱ
順
峯
学
頭
衆
徒
小
滝
院
主
川
行
鳥
海
山
江
罷
登
申
峡
間
二
遊
佐
涜
料
』
〕

と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
後
の
返
報
に
も
小
滝
が
応
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
小
滝
は
こ
の
段
階

（
元
禄
年
間
）
で
は
蕨
川
に
沿
っ
た
動
き
を
し
て
い
た
（
あ
る
い
は
そ
の
影
響
下
に
入
っ
て
い
た
）

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
小
滝
が
蕨
岡
の
影
群
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き

り
し
な
い
。

小
滝
修
験
の
補
任
状
（
三
十
二
通
）
を
分
析
し
た
『
延
年
』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
年
間
ま
で
は
大
峰
入

峯
後
、
京
都
醍
醐
寺
三
宝
院
あ
る
い
は
先
達
寺
（
近
江
国
飯
道
寺
悔
本
院
な
ど
）
か
ら
位
階
を
受
け

て
い
た
が
、
寛
政
年
間
を
境
と
し
て
文
政
期
以
降
、
蕨
岡
か
ら
位
階
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
上
記
の
よ
う
に
、
貞
享
か
ら
元
禄
と
い
う
時
期
は
小
滝
に
と
っ
て
一
つ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
百
年
以
上
も
の
ち
の
寛
政
・
文
政
年
間
以
降
、
蕨
岡
か
ら
補
任
状
を
受
け

取
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
展
示
資
料
（
「
間
迦
札
」
や
「
頚
襟
」
に
は
「
順
峰
」
「
従
因
至
果
」
な
ど
の
文
字
が
あ
る

ｌ
後
述
）
や
、
「
遊
佐
驚
料
』
が
紹
介
す
る
「
鳥
海
Ⅲ
順
峯
法
則
完
」
な
ど
か
ら
は
、
洲
川
派
に

組
み
込
ま
れ
た
蕨
川
が
本
川
・
当
川
向
派
の
法
式
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
展
示
資
料
（
田
村
家
資
料
「
定
」
）
に
も
あ
る
と
お
り
、
貞
享
年
間
は
、
奥
州
で
も

本
山
派
と
羽
黒
派
の
争
い
に
一
つ
の
決
着
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
東
北
地
方
の
修
験
に
と
っ
て
、
こ

の
時
期
は
大
き
な
節
Ⅱ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
・
・
・
・
・
・
・
以
下
省
略
・
・
・
・
・
・
・

る
。
正
月
お
目
見
え
に
は
矢
島
藩
触
頭
元
弘
寺
の
次
に
座
を
占
む
。
（
矢
島
見
聞
雑
記
）

ロ
現
状
竜
Ⅲ
寺
は
焼
け
、
あ
と
に
遠
藤
職
之
助
宅
と
記
念
碑
あ
り
。
蔵
王
堂
（
金
峯
神
社
）
は
奈
曾
の
白

滝
に
面
し
て
あ
り
。
境
内
に
享
保
陥
（
一
七
三
一
）
の
巡
礼
碑
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
青

面
金
剛
塔
、
文
化
２
（
一
八
○
・
九
）
の
蔵
王
堂
改
修
碑
が
あ
る
。

ハ
小
滝
巡
検
記

「
廻
国
納
経
受
取
帖
」
に
鳥
海
山
竜
山
寺
と
か
か
れ
た
竜
山
寺
は
、
幕
末
官
軍
の
兵
火
に
あ
っ
て
、

今
は
な
い
。
そ
の
跡
に
子
孫
の
遠
藤
蔵
之
助
氏
が
住
む
。
象
潟
駅
か
ら
は
バ
ス
、
農
協
前
で
お
り

る
と
す
ぐ
、
蔵
之
助
氏
の
父
阿
部
貞
臣
氏
は
生
涯
を
竜
山
寺
の
歴
史
に
賭
け
た
人
で
あ
る
。
徹
底

的
に
吹
浦
口
（
大
物
忌
神
社
、
竜
頭
寺
）
を
無
視
し
て
、
小
滝
口
こ
そ
竜
頭
寺
な
り
と
、
蕨
岡
口

の
む
こ
う
を
張
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
集
め
た
資
料
は
二
抱
え
程
も
あ
っ
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

家
は
登
山
ガ
イ
ド
風
の
古
風
を
充
分
に
伝
え
る
。

「
鳥
海
山
根
元
小
滝
院
主
竜
山
寺
占
記
」
が
あ
る
。
天
武
天
皇
の
９
年
（
六
八
○
）
か
ら
、
寛
文

６
（
一
六
六
六
）
ま
で
約
一
千
年
の
竜
山
寺
縁
起
で
あ
る
。
※
は
筆
者
の
註
。
一
部
分
を
抜
書
す

る
。
○
天
武
天
皇
の
川
・
３
．
Ⅳ
役
の
優
婆
蝦
（
ウ
バ
ソ
ク
）
が
歌
川
し
て
諸
法
を
行
い
、
松
冊
川

に
至
る
。
※
優
婆
塞
（
ウ
バ
ソ
ク
）
は
山
伏
。

○
延
久
元
地
頭
烏
海
弥
三
郎
康
任
竜
頭
寺
山
に
城
を
か
ま
へ
、
戦
の
采
三
百
余
名
の
衆
徒
み
な

○
貞
治
元
、
６
．
８
蕨
岡
衆
徒
と
職
う
。
蕨
岡
刈
、
小
滝
卯
余
名
死
す
。
小
滝
衆
徒
勝
つ
。

○
明
徳
３
．
３
．
７
神
前
御
幣
よ
ご
れ
る
。
４
〃
洪
水
あ
り
、
８
Ⅱ
末
大
風
あ
り
。

蔵
王
堂
は
剛
年
毎
の
庚
叩
に
開
帖
［
帳
］
し
、
こ
の
次
が
狸
回
目
だ
と
い
う
。
逆
算
す
れ
ば
（
五

四
○
年
）
の
開
創
で
あ
る
。
別
伝
に
よ
れ
ば
、
建
久
［
元
力
］
（
二
九
二
）
竜
頭
寺
院
主
は
根

城
主
。
建
長
４
（
一
二
五
三
）
ｋ
駅
し
て
天
台
宗
と
な
り
蔵
王
山
滝
［
竜
力
］
山
寺
と
い
う
。
こ

こ
ら
が
信
じ
う
る
限
界
で
あ
る
。

元
禄
畔
（
一
七
○
二
の
訴
訟
の
「
写
」
が
矢
島
の
円
満
寺
南
光
坊
に
伝
わ
る
。
天
和
２
二
六

八
二
）
鳥
海
山
頂
に
権
現
堂
を
改
築
の
時
、
表
口
蕨
岡
、
裏
口
矢
島
、
小
滝
院
主
、
滝
沢
院
主
が

名
を
連
ね
、
小
滝
院
主
が
金
５
両
を
出
し
、
法
式
で
は
蕨
岡
学
頭
が
導
師
と
な
り
、
小
滝
院
主
も

参
会
し
て
い
る
。
矢
島
は
蕨
岡
の
主
導
権
を
不
当
と
し
、
本
寺
三
宝
院
に
提
訴
し
、
宝
永
元
二

七
○
四
）
敗
訴
ｃ

こ
れ
か
ら
加
［
２
力
］
年
後
の
元
禄
－
６
（
一
七
○
三
）
と
天
保
４
（
一
八
三
二
）
の
鳥
海
川
上
御

堂
の
遷
宮
の
座
席
表
二
枚
が
遠
藤
氏
に
所
蔵
さ
れ
る
が
、
２
枚
と
も
導
師
は
小
滝
院
主
で
あ
る
。

延
久
元
地
頭
烏
海
弥
三
郎
康
任
竜
頭
寺
山
に
城
を
か
ま
へ
、
戦
の
采
三
百
余
名
の
衆
徒
み
な

死
す
。
康
任
の
子
小
三
郎
康
道
は
死
を
の
が
れ
西
国
修
行
に
旅
立
つ
、
竜
頭
寺
あ
わ
れ
み

娘
智
と
し
、
別
当
と
す
る
。
※
竜
頭
寺
は
竜
山
寺
の
前
身
。

－93－
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こ
の
代
よ
り
寺
号
許
容
文
政
８
幅
才

後
住
常
楽
院
竜
貞
〃
訓
才

ハ
掠
大
日
堂
３
月
ｎ
日
例
祭
神
楽
あ
り
。

大
悲
山
千
手
観
音
堂
、
３
月
Ⅳ
日
例
祭
、
神
楽
あ
り
。

神
明
社
５
月
拓
日
例
祭
、
神
楽
あ
り
。

に
道
場
保
呂
羽
川
に
登
る
人
々
の
報
告
場
で
あ
る
。
登
る
人
々
は
首
に
輪
注
連
（
わ
し
め
）
を
掛
け
る
。

修
験
の
家
で
は
注
連
袈
裟
と
い
い
、
社
家
で
は
注
連
縦
（
し
め
た
す
き
）
と
い
っ
た
。
帰
路
は
こ
の

輪
注
連
を
桜
に
か
け
た
の
で
、
こ
の
木
を
注
連
懸
桜
と
い
う
。

３
．
大
森
町
・
山
本
家

ィ
所
在
地
大
森
町
袴
形

Ｘ口
歴
代

開
基
吉
祥
院
宥
界
天
和
３
（
一
六
八
三
）
没
。

蕨
岡
か
ら
は
、
学
頭
竜
頭
寺
代
理
清
水
坊
・
衆
徒
勝
竜
坊
。
矢
島
か
ら
は
、
学
頭
福
王
寺
・
元
弘

寺
代
理
東
福
寺
・
衆
徒
千
手
院
が
参
会
し
て
い
る
。
改
築
遷
宮
式
は
釧
年
目
師
で
あ
る
が
、
三
者

交
替
制
を
実
施
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
不
思
議
と
吹
油
口
は
出
て
こ
な
い
。
三
宝
院
系
真
言
宗

で
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

蔵
王
堂
を
今
は
金
峰
山
神
社
と
い
い
、
奈
曾
の
白
滝
に
対
し
、
小
柄
で
は
あ
る
が
、
ど
っ
し
り
と

根
を
お
ろ
し
た
山
堂
で
あ
る
。
役
の
小
角
が
大
峰
山
で
修
行
中
、
釈
迦
に
あ
い
、
観
世
音
に
あ
い
、

弥
勅
に
あ
い
、
四
番
目
に
蔵
王
に
あ
っ
て
満
足
す
る
。
蔵
王
は
役
の
小
角
の
た
ど
り
え
た
神
、
川

伏
の
神
で
、
金
峰
山
本
堂
に
ま
つ
る
。
小
滝
蔵
王
堂
は
天
地
の
景
勝
に
恵
れ
た
。
奈
曾
川
が
小
滝

熔
岩
の
絶
壁
に
か
か
り
、
弾
ｍ
の
高
さ
か
ら
急
下
し
、
飛
び
散
り
、
霧
雨
（
き
り
さ
め
）
と
な
っ

て
蔵
王
堂
に
降
る
。
蔵
王
菩
薩
は
金
峯
山
浄
土
の
主
人
で
あ
る
。
黄
金
の
浄
土
で
あ
る
。
黄
金
は

邪
気
を
排
う
呪
力
を
も
つ
。
従
っ
て
長
寿
延
命
す
る
。
”
滝
に
打
た
れ
て
、
そ
の
身
で
西
国
調
ヵ

所
を
か
け
た
”
山
伏
の
修
験
の
効
験
の
絶
大
な
こ
と
は
太
平
記
に
も
あ
る
。
境
内
の
享
保
胴
（
一

七
三
二
の
西
国
調
か
所
巡
礼
碑
は
や
は
り
こ
れ
を
物
語
る
。
・
・
・
以
下
省
略
・
・
・
〔
「
秋
川
の

山
伏
修
験
』
佐
藤
久
治
著
、
一
九
七
三
・
三
川
八
～
三
四
九
頁
〕

六五Fし’三二
代代代代代

無蓮教通常

尋踊＃博篤
無
品
寺
竜
仙

５
．
大
悲
山
縁
起
井
由
緒
書
（
翻
字
は
筆
者
に
よ
る
。
字
配
り
・
改
行
等
は
こ
の
場
に
あ
わ
せ
て
行

っ
た
。
）
大
悲
山
縁
起
井
別
富
由
緒
書

夫
営
社
大
悲
山
観
世
音
者

仁
王
五
十
六
代
清
和
天
皇
貞
観
歳
中
慈
覚
大
師
之
御
作
ニ
テ

御
長
七
寸
赤
銅
立
像
也

当
山
開
基
仁
王
百
三
代
後
花
園
院
御
宇
宝
徳
二
年
開
基

仁
王
百
一
代
後
小
松
院
御
宇
二
当
テ
康
応
年
中
小
野
十
証
唾
江
守
下
野
国
ヨ
リ
出
羽
国
仙
北
雄
勝
郡
稲

庭
城
引
移
其
側
右
本
尊
遠
江
守
稲
庭
城
二
奉
守
談

４
．
袴
形
村
○
神
社
雪
雪
の
出
羽
路
平
鹿
郡
三
）

○
大
悲
山
ノ
干
手
観
世
音
は
紫
釧
の
七
寸
の
立
像
に
て
、
円
仁
大
師
の
川
北
の
菩
薩
な
り
。
雄
勝
、

平
鹿
、
仙
北
、
六
郡
の
寺
め
ぐ
り
順
礼
八
番
の
札
所
也
。
そ
の
千
手
観
音
座
ば
、
そ
の
御
山
を
大
悲

山
と
い
ふ
。
麓
に
蓮
華
の
池
と
い
ふ
あ
り
、
ま
た
ひ
む
が
し
麓
は
護
摩
台
と
て
宥
祥
坊
が
古
宅
の
蹟

也
。
南
に
小
板
沢
と
い
ふ
あ
り
、
そ
こ
な
ん
影
取
沼
埋
み
し
時
板
敷
渡
し
た
る
処
を
い
へ
り
。
西
は

沓
積
長
嶺
と
て
、
保
呂
羽
山
に
ま
う
づ
る
人
と
ら
、
ま
た
報
奏
の
と
き
御
Ⅲ
踏
み
し
わ
ら
う
っ
と
て

此
浄
き
地
に
ぬ
き
つ
み
て
お
け
る
は
、
大
峯
す
ぎ
や
う
の
と
き
鐘
掛
峠
に
ぬ
き
つ
む
わ
ら
う
づ
に
ひ

と
し
か
り
け
れ
ば
、
履
積
長
嶺
と
は
い
ふ
と
い
へ
り
。
北
は
桜
な
が
れ
と
て
大
な
る
桜
あ
り
。
此
み

れ
に
ま
う
づ
る
人
み
な
首
に
輪
注
連
を
掛
ク
る
、
此
輪
注
連
を
両
部
習
合
の
家
に
は
注
連
袈
裟
と
云

ひ
、
社
家
に
は
注
連
綴
、
ま
た
幣
手
織
と
も
云
り
。
下
向
の
と
き
そ
の
ぬ
さ
だ
す
き
、
又
し
め
げ
さ

を
な
が
れ
の
桜
に
か
け
て
帰
れ
ば
、
注
連
懸
桜
と
い
へ
り
。

此
千
手
観
音
の
別
当
雌
品
寺
の
弊
机
は
、
大
森
の
城
主
小
野
寺
孫
五
郎
服
道
に
仕
へ
て
、
大
森
落
城

の
後
は
浮
浪
の
身
と
な
り
し
山
本
民
部
ノ
介
と
云
ひ
し
武
士
也
。
そ
が
古
郷
下
野
の
国
佐
野
の
某
郷

よ
り
持
来
し
、
家
に
伝
へ
し
も
の
あ
ま
た
あ
り
し
が
、
う
せ
て
、
其
残
つ
る
も
の
は
宝
寿
が
う
ち
し

九
寸
五
分
、
降
三
世
夜
叉
明
王
の
像
、
極
彩
也
、
其
絵
仏
師
の
名
を
知
ら
す
。
八
幡
太
郎
義
家
将
軍

の
扇
形
の
花
香
一
卜
枚
あ
り
。
ま
た
千
手
観
音
の
縁
起
あ
り
、
此
末
に
天
利
元
年
辛
酉
正
月
別
当
吉

祥
坊
宥
界
、
同
三
年
発
亥
十
月
十
七
日
入
寂
と
記
せ
り
。
二
世
常
覚
院
大
祥
坊
永
界
、
享
保
六
年
七

月
廿
一
日
入
寂
。
三
世
蓮
寿
院
吉
祥
坊
宥
仙
、
寛
保
二
年
十
一
月
九
日
寂
。
四
世
教
蓮
院
大
祥
坊
宥

光
、
安
永
二
年
四
月
け
六
日
寂
。
五
世
蓮
寿
院
法
蓮
坊
宥
全
、
文
化
十
四
年
五
月
十
八
Ⅱ
寂
。
六
世

無
品
寺
大
祥
坊
竜
仙
一
割
注
「
存
世
」
当
住
二
七
世
ノ
後
住
快
円
也
。
此
当
住
大
祥
坊
迩
仙
の
世

よ
り
、
無
量
寺
と
い
ふ
寺
号
ぞ
は
し
ま
り
け
る
こ
と
に
な
む
。

※
頭
襟
頭
は
西
馬
音
内
・
明
覚
寺
〔
以
上
『
山
伏
』
〕

雪
菅
江
真
澄
全
集
第
六
巻
」
未
来
社
〕

ｊ

兜
９
｜
ｒ
、
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